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(8)衝突板 

吸込口より吸引された粉塵が直接フィルターに当たることを防止するためのものです。 

吸込口部分のケーシング側に固定されています。 

 

(9)引出し受皿 

捕集された粉塵および払い落とされた粉塵が回収される受皿です。引出しを取り出すことによって、粉

塵処理を行ないます。 

 

注意 

● 必ず守る 
火災事故防止のため作業の後には必ず粉塵の確認、点検をおこなってか

ら作業の終了としてください。 

 

(10)運転モニター 

タッチパネル式の運転モニターとなっています。運転モニター画面上で集塵機を運転・停止・フィルターリ

フレッシュ等を行なうことができます。 

操作方法につきましては、別冊子「ＰＥＴ-ＴＥＣ型オペレーションマニュアル」を参照してください。 

 

注意 

△ 注意 

運転スイッチがＯＦＦでも、右下スイッチの表示が「除塵連続」となっています

とソレノイドバルブが動き続けますので、必ず終了時には「除塵連続」を押し

て「除塵自動」に切り替え、運転スイッチがＯＦＦ、エアー源がＯＦＦの状態で

あることを確認してください。 

 

(11)シールアップボルト 

前扉を固定する為のものです。 

 

(12)電源線 

本機は、三相タイプですので、４芯のキャプタイヤコードが付属されています。 

４芯中緑色線がアース用となっています。（電源プラグは付属しておりません。） 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

電源線が損傷を受けた場合、事故の発生を避けるため、電源線の交換はメ

ーカー、サービス代行業者または同等レベルの資格を備えている者がおこ

なわなければなりません。 

 

(13)ファンモータ 

ファンを回転させるための駆動部分で、直結となっています。 

PET-P-TEC 型のモータは JIS C4213 （トップランナーモータ）に関する規格をクリアしています。 

 

(14)ファン 

気体に速度と圧力を発生させ、集塵機としての吸引力を得るためのものです。 

 

 



- 24 - 

(15)円筒形カセットフィルター 

粉塵を捕集するフィルターです。成形不織布による一体成形品となっています。 

フィルター２個で１つのユニットに取り付いています。 

 

注意 

● 必ず守る 

円筒形カセットフィルターの清掃後および円筒形カセットフィルターを新品へ

交換する場合、フィルターを再度取り付ける際には品番(15-1)フィルター取

付枠にきっちりと円筒形フィルターを差し込み、品番(15-2)フィルター用パッ

キンに粉塵等の付着が無いことを確認して取り付けてください。また、フィル

ター用パッキンがフィルター取付板に確実に密着していることを確認してく

ださい。 

粉塵等が付着していたり、フィルター用パッキンがフィルター取付板に確実

に密着していませんとエアーリークの原因にもなり、粉塵の吹き抜けが発生

する恐れがありますので、きれいに粉塵を除去した後にフィルター用パッキ

ンをフィルター取付板にしっかり密着させて取り付けてください。 

 

(16)エアーユニット 

コンプレッサ等からの圧空源を接続し、圧力調整を行うためのものです。エアー給入時には、圧力ゲー

ジが０．４９～０．６９ＭＰａ（５～７ｋｇｆ／ｃ㎡） を示すように調整してください。尚、エアーユニット下部の

エアーフィルター内に水が溜まりますので、適宜水抜きドレンより水を抜いてください。 

※ホース継手付属：１５０Ｐ型・・・ＰＴ３／８－φ８ 

２２０Ｐ，３７０Ｐ型・・・ＰＴ１／２－φ８ 

 

警告 

● 必ず守る 

圧空源からの配管・接続は、専門知識のある人が行ってください。 

また、圧力設定は ０．６９ＭＰａ（７ｋｇｆ／ｃ㎡）以上になるような調整・設定は

行わないでください。 

 

(17)パイプヘッダー 

エアーユニットから供給された高圧力のエアーを溜めるためのものです。パイプヘッダーから、円筒形カ

セットフィルターのユニット数だけ電磁弁を介して、エアーを噴射する分岐管が取り付いています。 

 

警告 

● 必ず守る 
パイプヘッダーを含むエアー部品の取り外しや、改造は危険ですので絶対

行わないでください。 

注意 

● 必ず守る 
パイプヘッダー内に高圧力のエアーを溜めたままフィルターの交換を行わ

ないでください。 

 

(18)脱着ノブナット 

フィルターユニットをフィルター取付板に固定させるためのものです。 
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(19)静音フィルター 

本機の消音用のフィルターとして天蓋の中に設置されています。 

 

(20)脚 

本機を固定させるための取り付け部分です。 

 

※前置サイクロン装置付の場合 

(21)サイクロン部 

粗大粉塵を遠心力の効果によって捕集する部分です。 

 

(22)サイクロン受皿 

サイクロン部で捕集された粉塵を溜める受皿です。 

受皿を取り出すことによって、粉塵処理を行います。 

 

注意 

● 必ず守る 
火災事故防止のため作業の後には必ず粉塵の確認、点検をおこなってか

ら作業の終了としてください。 

 

 

(23)アジャスターボルト 

サイクロン部のケーシングを本体側の脚レベルへ合わすためのものです。 

ネジ部を動かすことにより調整して、サイクロン部のケーシングを支えます。 

 

(24)制御ボックスカバー 

制御ボックスカバーを開くと内部に集塵機をコントロールする制御盤が収納されています。 

集塵機の円筒形カセットフィルターの表面に付着した粉塵による目詰まりをセンサーにより検出して、電

磁弁をシーケンスコントロールし、パルスジェットエアーにてフィルターの除塵を行います。制御ボックス

カバーに取り付けられたタッチパネル式の運転モニターによって操作します。 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

構成部品の取り外しや改造は行なわないでください。 

 

また、制御盤内には電磁開閉器の過負荷保護装置が取り付けてあります。設定電流を超える電流が流

れると自動的にスイッチが切れます。過負荷保護装置は手動復帰型です。 

過負荷保護装置の復帰の仕方は以下の通りです。 

 

○過負荷保護装置の復帰方法（ＴＥＣ型） 

 

● 元電源を切って過負荷保護装置が働いた原因を究明・除去してください。 

● 過負荷保護装置は（24）制御ボックスカバーを開いた内部に取り付けてありますので、まず制御ボック

スカバーを開きます。２箇所を固定ネジで固定していますので固定ネジをゆるめて取り外してください。

図（ⅰ）参照。 
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● 制御ボックスカバーを右へ開きますと内部に過負荷保護装置が取り付けてあります。 

● 過負荷保護装置についている青色のリセットボタンを軽く押して復帰させてください。 

● 復帰後は逆の手順で制御ボックスカバーを閉めて固定ネジでしっかり固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

 

● 必ず守る 

 

 

 

 

過負荷保護装置が動作した場合は、すぐに本機の元電源を切ってくださ

い。（保護装置による電源の遮断が望ましいです。） 

過負荷保護装置は手動復帰型ですので、必ず本機の元電源を切ってから

制御ボックスカバーを開き過負荷保護装置の青色のリセットボタンを押して

復帰させてください。尚、過負荷保護装置が動作した原因を究明・除去する

までは、運転を再開させないでください。 

 

(25)消音ボックス 

集塵機より発生する騒音を抑えるボックスです。 

 

※ホッパー付の場合 

(26)ホッパー架台 

集塵機本体を取り付けるための架台です。 

ホッパー部と一体になっています。 

 

(27)ホッパー部 

捕集された粉塵および払い落とされた粉塵が回収される部分です。 

吐出口のダンパーを外すことにより粉塵を処理します。 

 

(28)ホッパー排出部 

ホッパー部の粉塵取り出し口です。 

取り出し口の先にはダンパーが取り付いています。 

 

 

 

図（ⅰ） 

固定ネジ 

制御ボックスカバー 
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9.設置 

 

長期間にわたり安全運転がおこなえるよう、以下の項目についてお守りください。 

なお、作業においては、専門知識のある人が責任をもっておこなうようにしてください。 

 

9.1 設置場所 

警告 

 禁止 
次の場所では使用しないでください。爆発や火災のおそれがあります。 

・防爆を要求する環境 

・腐蝕性ガスや可燃性・爆発性ガスを取り扱う場所 

注意 

● 必ず守る 

設置場所の周囲状況を考慮してください。 

・屋内で風雨や直射日光にさらされない所としてください。 

・水や油のかかる場所は避けてください。 

・本体に著しい振動や衝撃が加わらない場所でご使用ください。 

・温度は－１０℃以上４０℃以下。湿度は８０％以下でご使用ください。 

・水平になるよう凹凸のない平坦な面で丈夫な場所に設置してください。 

● 必ず守る 
本機を直接高温・多湿の場所にさらさないでください。 

モータの焼損・故障のおそれがあります。 

 

9.1.1 設置場所 

屋内で風雨や直射日光にさらされない所としてください。 

水や油のかかる場所や結露・急激な温度変化のある場所は避けてください。 

本体に著しい振動や衝撃が加わる場所は避けてください。 

本機は天上面が排気口となっていますので、天井などに密着させますと正常な排気ができなくな

り吸塵能力が低下します。 

本機の天上面が天井などから 10cm 以上の間隔がとれる場所へ据え付けてください。 

 

9.1.2 周囲温度・湿度 

温度は-10℃～40℃。湿度は 80％以下でご使用ください。 

 

9.1.3 雰囲気 

防爆を要求する環境では運転できません。 

腐蝕性ガスや可燃性・爆発性ガスを取り扱う場所では運転できません。 

また風通しが良く、正常空気の雰囲気でご使用ください。 

 

9.1.4 取扱い気体 

取扱い気体は常温・常圧の一般空気としてください。 

腐食性ガスや可燃性・爆発性ガスは吸引禁止。 
 

 

 

９．設置 

警告 

注意 

警告 
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9.1.5 電源 

銘板に記された電源電圧を確認していただき、それらの配線が可能な場所で使用してください。 

 

9.1.6 保守スペース 

保守・点検等のスペースを確保してください。 

特に、日常の手入れに必要な本機前面やシェイキング作業に必要なスペースの確保をしてください。 

 

9.2 設置方法 

本機の設置は、水平になるよう、凹凸のない平坦な面にて、コンクリートや丈夫な鉄骨など堅固な基礎の上

としてください。 

また、必要に応じて、アンカーボルト（基礎ボルト）等で固定してください。 

特にＨ型（ホッパー型）の場合は、固定してお使いください。 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

転倒防止のため、集塵機に乗ったり重量物を載せたりしないでください。 

● 必ず守る 

 

 

 

本製品の質量を確認の上、認識してください。 

・設置・移動の際には指、足や身体のいかなる部分も製品の下には入れ

ないでください。 

・設置・移動の際には転倒等に十分注意を払ってください。 

・天蓋のアイナットを利用して吊り下げないでください。 

本機の天蓋にはアイナットが２ヶ取り付けてありますが、吊り下げ用では

ありません。 

 

9.3 配管 

配管には、ご使用目的に応じた材質のものを選定し、本機の圧力に耐えるものを使用してください。 

配管はできるだけ本機の吸込口径と同寸法とし、管の断面積もできるだけ急激な変化を避けるようにしてく

ださい。より一層吸引効果を高める（圧力損失を小さくする）ために、管はできるだけ短く、曲がりの数を少な

く、また曲がりの半径は大きく滑らかにしてください。 

曲がりの前後や長い直管部の途中には適当な間隔で点検口を設けてください。 

尚、ダクトと吸込口との接続には必要に応じてシーリングを施してください。 

 

9.4 エアー源の仕様 

型    式 ＰＥＴ１５０Ｐ-ＴＥＣ ＰＥＴ２２０Ｐ-ＴＥＣ ＰＥＴ３７０Ｐ-ＴＥＣ 

圧縮空気接続口径 １５Ａ ２０Ａ 

圧縮空気圧 ０．４９～０．６９ＭＰａ（５～７kgf/㎝ 2） 

圧縮空気量 ４０ ㍑/ｍｉｎ 

コンプレッサ ４００Ｗ以上 ７５０Ｗ以上 

ホース継手（付属品） ＰＴ３／８－φ８ ＰＴ１／２－φ８ 
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9.5 電源の配線 

警告 

● 必ず守る 必ず銘板に記された電源電圧でご使用ください。 

火災や感電のおそれがあります。 

● 必ず守る 

 

 

 

 

感電事故防止のため、以下の事項を必ず守ってください。 

・結線や電源にかかわる作業時には必ず元電源を遮断して作業してくだ

さい。誤って元電源が入らないよう「投入禁止」の札を付ける等、元電源

の遮断管理を適切におこなってください。 

・アース（接地）を必ず取り付けてください。 

● 必ず守る 

 

 

 

回転方向の確認をおこなってください。（三相タイプのみ） 

・逆回転のままですと締め付けナットが緩み危険です。 

（正回転ではナットが締まるようになっています。） 

・回転方向の確認には指や物での接触による確認は危険ですので絶対

おこなわないでください。 

● 必ず守る 

 

 

 

電源コードが損傷を受けた場合、事故の発生を避けるため、電源コードの

交換はメーカー、サービス代行業者または同等レベルの資格を備えている

者がおこなわなければなりません。 

● 必ず守る 
漏電・感電・火災事故防止のため、配線は電気設備技術基準・内線規定に

従って施工してください。 

また、配線工事は必ず電気工事士などの有資格者が実施してください。 

● 必ず守る 

 

 

アースは電気設備基準に従って施工してください。 

 

9.5.1 仕様の確認 

本機の電源仕様にあった供給電源を使用してください。 

許容変動範囲は±１０％以内で運転してください。 

周波数範囲は銘板に記入されている定格周波数としてください。 

 

9.5.2 配線用遮断機 

モータの単相運転（三相タイプ）又は過負荷防止のため、配線用遮断器（電動機用）を取り付けてく

ださい。その場合必ず適用電動機（適合電流値）のものを使用してください。 

また、漏電遮断器等の設置もお奨めします。 

 

9.5.3 継ぎコード 

継ぎコードを使用して電源より離れた場所で使用される場合、継ぎコードの芯線が細いと電圧が

低下し始動が困難となり十分な能力を発揮できなくなります。また、許容電流値以上の電流が流

れることによりコードの絶縁が損なわれますので、必ず許容電流値以上の芯線のあるものをご使

用ください。 

 

注意 
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9.5.4 電源コード 

ＰＥＴ-Ｐ-ＴＥＣ型の電源コードは以下のタイプがあります。 

 

ＰＥＴ１５０Ｐ-ＴＥＣ型，ＰＥＴ２２０Ｐ-ＴＥＣ型 

 

 

 

 

 

 

口 出 し 位 置 ： 右側面側 

電源コード長さ ： 口出し部より３．２ｍ 

電源コード芯径 ： ２．０ｍ㎡ 

線 端 形 状 ：  

絶縁被覆付圧着端子丸形 ２－４（UVW） 

絶縁被覆付圧着端子丸形 ２－５（EARTH） 

３００Ｖ以上 裸圧着端子丸形 ２－４（UVW） 

３００Ｖ以上 裸圧着端子丸形 ２－５（EARTH） 

マークチューブ ： 赤-Ｕ、白-Ｖ、青-Ｗ、緑- 

 

ＰＥＴ３７０Ｐ-ＴＥＣ型 

 

 

 

 

 

 

口 出 し 位 置 ： 右側面側 

電源コード長さ ： 口出し部より３．２ｍ 

電源コード芯径 ： ３．５ｍ㎡ 

線 端 形 状 ：  

絶縁被覆付圧着端子丸形 ３．５－４（UVW） 

絶縁被覆付圧着端子丸形 ３．５－５（EARTH） 

３００Ｖ以上 裸圧着端子丸形 ３．５－４（UVW） 

３００Ｖ以上 裸圧着端子丸形 ３．５－５（EARTH） 

マークチューブ ： 赤-Ｕ、白-Ｖ、青-Ｗ、緑- 

 

◇三相タイプ 

付属のキャプタイヤコード４芯中緑色線を除く３本（緑色線はアース用です）を電源に接続してくださ

い。４本のリード線は赤線－Ｕ、白線－Ｖ、黒線－Ｗ、緑線－アースとなっております。 

 

9.5.5 結線方法 

本機の電源仕様にあった供給電源を使用してください。 

 

結 線 

 

三相タイプ 

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

電 

源

Ｅ 

モータ

Ｖ

Ｕ

Ｗ

Ｖ

Ｕ

Ｗ
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9.5.6 アースの取り付け 

アースの接続を確実におこなってください。電気設備基準でもアースの取り付けは義務付けられ

ています。 

◇三相タイプ 

電源キャプタイヤコード４芯中緑色線がアース線です。 

アースの接続を確実におこなってください。 

 

9.5.7 回転方向の確認 

◇三相タイプ 

キャプタイヤコードのリード線にはＵ（赤線）、Ｖ（白線）、Ｗ（黒線）、（緑色）を表記しています。 

ＵＶＷを正しく結線することで正回転します。 

 

注記：必ず下記に示す回転方向が矢印の方向と同じであるかを確認してください。逆回転のときは、

電源コード３線中２線を振り替えて接続し、正回転（矢印の方向）に合わせてください。 

●ＰＥＴ-Ｐ-ＴＥＣ型 

電源の結線が終わりましたら本機の前扉を開けて、フィルター取付け室上部のファン部吸込口

から見えるファンによってファンモータの回転方向を確認してください。回転方向は、ステッカー

の矢印方向が正回転ですから内部のファンの回転方向で確かめてください。 

結線が終わりましたら電源接続部の処置を確実におこなってください。 

 

9.6 使用前の点検 

9.6.1 使用前の製品の点検 

使用する前に、製品やアース、電源線、設置状態などに異常がないか確認してください。 

破損、ネジのゆるみなどがないか確かめてください。 

構成部品が正しく取り付けられているか確認してください。 

 

警告 
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10.運転 

 

 

警告 

 禁止 
乾いた一般粉塵の捕集以外の目的には使用しないこと。 

常温・常圧の一般空気以外の気体を取り扱わないこと。 

 

● 必ず守る 

 

 

 

 

過負荷保護装置が動作した場合は、すぐに本機の元電源を切ってくださ

い。（保護装置による電源の遮断が望ましいです。） 

ＰＥＴ-Ｐ-ＴＥＣ型の過負荷保護装置は手動復帰型ですので、必ず本機の元

電源を切ってから制御ボックスカバーを開き過負荷保護装置の青色のリセ

ットボタンを押して復帰させてください。 

尚、過負荷保護装置が動作した原因を究明・除去するまでは、運転を再開

させないでください。 

● 必ず守る 

 

 

本機への通電中は、制御ボックスカバーを開けないでください。 

感電する恐れがあります。 

 禁止 インバーターによる増速運転は、モータが過負荷になることや増速による回

転体などの強度面で危険ですから絶対におこなわないでください。 

注意 

● 必ず守る 

本機は、５０Ｈｚ，６０Ｈｚそれぞれ専用品となっていますので、銘板に記入さ

れている周波数でご使用ください。 

５０Ｈｚ用を６０Ｈｚ地域で使用すると過負荷となり、モータ焼損の恐れがあり

ます。また、６０Ｈｚ用を５０Ｈｚ地域で使用すると所定の性能が得られず、性

能にかかわる問題発生の原因にもなります。 

 

◇運転を始める前に据え付けの各項目が守られているかを再確認してください。 

◇前扉、引出し、天蓋の各々のカバー等が完全に締っているか調べてください。 

不完全な時や開放のままでは吸引力の低下やファンモータの故障にもなりますので必ず確認してくだ

さい。 

10.1 設置時の環境を厳守の上、運転してください 

10.2 運転について 

10.2.1 差圧オートシステムについて 

全機種とも図のような制御盤が組み込まれており、タッチパネル式の運転モニターにより操作を行な

います。装置はパルスジェット集塵機のフィルターの目詰まりを微差圧センサーにより検出して、電

磁弁をシーケンスコントロールし、パルスジェットエアーによるフィルターの自動払い落とし無人制御

を可能にしたデジタル式微差圧オートシステムです。 

 

 

 

 

１０．運転 
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この差圧オートシステムは、各機種に合ったステップ数で時間設定が任意の時間に調整できると同時

に、タッチパネル式のモニター画面上に運転中の差圧の表示（デジタル表示値とアナログメーター風

表示）や除塵を開始する上限の差圧設定値、積算稼動時間などを表示して確認することができます。 

モニター右側には集塵機を起動させるためのファン運転スイッチやファン停止スイッチが配置されてい

ます。また、ファン停止スイッチの下側にある「除塵自動」スイッチはスイッチを押すごとに「除塵自動」

から「除塵連続」にと交互に切り替わります。 

「除塵自動」とは計測差圧値が設定された「払い落とし開始圧力」を超えると制御出力ＳＶ１～４が予め

設定されていたパターン（駆動数、パルスＯＮ時間、パルスＯＦＦ時間）に従って動作します。計測圧力

が「払い落とし停止圧力」を下回ると制御出力が停止（ＯＦＦ状態）します。 

「除塵連続」とは設定された差圧値に関係なく、常時除塵動作を行なうモードで、予め設定されていた

パターン（駆動数、パルスＯＮ時間、パルスＯＦＦ時間、除塵連続時インターバル時間）の設定値に従っ

て動作を続けます。 

時間設定は、パルスＯＮ時間とパルスＯＦＦ時間を単独で下図のように設定可能です。 

 

ＯＮ時間 ＯＦＦ時間

０．1～０．４ １～999

ｓ ｓ

可変 可変

ＯＦＦ

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３

ＯＮ

 

（Ｎｏ．２ユニット以降のパルスＯＮ時間、ＯＦＦ時間は、Ｎｏ．１と同じです。） 

 

運転モニター画面下部にはメニューバーがあり、それぞれ選択した画面に切り替わります。 

設定方法などは別冊子「PET-TEC 型オペレーションマニュアル」を参照してください。 

 

制御盤 

タッチパネル式運転モニター 
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・電源入力端子（R200,S200,T200,E） 

制御盤への電源入力を行う為の端子です。 

 

・ファン出力端子（U1,V1,W1） 

集塵機ファンモータへの電源出力を行なう為の端子です。 

 

・制御出力端子（Y1,Y2,Y3,Y4,LR200） 

電磁弁への制御出力を行う為の端子です。 

 

・外部制御入力端子（X001,X002,N24） 

外部制御入力によって各動作を行う為の入力端子です。 

外部制御入力を行なう場合は、設定画面 1 の操作選択で「外部操作」に設定変更する必要がありま

す。外部制御入力による動作を行わない場合は使用致しません。 

 

10.2.2 操作について 

タッチパネル式運転モニターの画面上で各操作を行ないます。 

操作方法は別冊子「PET-TEC 型オペレーションマニュアル」をご参照ください。 

 

１） ファン運転スイッチ 

ファン運転スイッチを押すとファン用の電磁開閉器がＯＮとなりファンが起動します。 

２） ファン停止スイッチ 

ファン停止スイッチを押すとファン用の電磁開閉器がＯＦＦとなりファンが停止します。 

３） 除塵自動／除塵連続スイッチ 

スイッチを押すごとに除塵自動モードと除塵連続モードにと交互に切り替わります。 

除塵自動モード：計測差圧値が設定された払い落とし開始圧力を超えるとバルブの制御出力ＳＶ１

～４が予め設定されていたパターン（駆動数、パルスＯＮ時間、パルスＯＦＦ時間）

に従って動作します。計測圧力が「払い落とし停止圧力」を下回ると制御出力が停

止（ＯＦＦ状態）します。 

フィルターの目詰まりを差圧により検知し自動で除塵動作を行なうモードです。 

除塵連続モード：ファンの運転・停止に関係なく、機種ごとに設定されたバルブの制御出力ＳＶ１～４

が払い落とし開始圧力･払落とし停止圧力の設定値に関係なく、設定モードで設定

されたパルスＯＮ，パルスＯＦＦ時間、除塵連続時インターバル時間に基づき連続

的に動作します。 

除塵連続モードを解除する場合は除塵連続スイッチを押して除塵自動モードへ切

り替えてください。 

 

電源入力端子 制御出力端子 外部制御入力端子 ファンモータ電源出力端子
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注意 

△ 注意 

運転スイッチがＯＦＦでも、右下スイッチの表示が「除塵連続」となっています

とソレノイドバルブが動き続けますので、必ず終了時には「除塵連続」を押し

て「除塵自動」に切り替え、運転スイッチがＯＦＦ、エアー源がＯＦＦの状態で

あることを確認してください。 

 

10.2.3 設定モードについて 

タッチパネル式モニター下部のメニューバーから設定を選択します。 

操作方法は別冊子「PET-TEC 型オペレーションマニュアル」をご参照ください。 

 

１）払い落とし開始圧力･払落とし停止圧力の設定 

払い落とし開始圧力･払落とし停止圧力の設定は下表のように設定して出荷致しますが、粉塵の性

質、含塵量等により調整される場合には、下記の範囲内で調整が可能です。 

注記：圧力損失が払い落とし開始圧力設定値以上になると設定されたパルスＯＮ・パルスＯＦＦ時

間に基づき、駆動数で選択されたステップ数を順次制御しパルスシェイキングを行ないます。

払落とし停止圧力設定値以下まで下がるとパルスシェイキングは停止します。 

シェイキングは必ず第一ステップより開始します。 

 

 払い落とし開始設定 払い落とし停止設定 

機 種 共 通 共 通 

初期設定 １．００ｋＰａ ０．８０ｋＰａ 

使用範囲 ３．０ｋＰａ ３．０ｋＰａ 

※ただし、払い落とし開始圧力＞払い落とし停止圧力の制約があります。 

 

２） アナログメーター風表示のスケーリング 

差圧表示値に対してアナログメーター風表示が連動しています。払い落とし開始圧力値まで緑色で

表示され、払い落とし開始圧力値を超え払い落とし停止圧力値までは黄色、払い落とし停止圧力値

を超えると赤色に表示されます。 

 

３） 駆動数の設定 

ステップ数１～４は、機種別に出荷時に設定してありますので切り替えは不要です。 

 

４） パルスＯＮ時間・パルスＯＦＦ時間の設定 

パルスＯＮ時間範囲 ： ０．１～０．４ｓｅｃ 

パルスＯＦＦ時間範囲 ： １～９９９ｓｅｃ 

出荷時には下表の時間に設定してあります。 

粉塵の性質、含塵量等により調整される時には、圧縮空気量にも御注意ください。 

 

ＯＮ時間

機　　　種 共通 ＰＥＴ１５０Ｐ-ＴＥＣ ＰＥＴ２２０Ｐ-ＴＥＣ ＰＥＴ３７０Ｐ-ＴＥＣ

初期設定 ０．２ｓｅｃ ３０ｓｅｃ ２０ｓｅｃ １５ｓｅｃ

推奨使用範囲 ０．１～０．３ｓｅｃ ２５～３５ｓｅｃ １５～２５ｓｅｃ １０～２０ｓｅｃ

ＯＦＦ時間

 
パルスＯＮ時間 ： 圧縮空気を吹きつける時間 

パルスＯＦＦ時間 ： シェイキング後、次のステップがシェイキングされるまでの時間 
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５） 外部操作の設定 

外部制御入力による動作を行なう場合には、設定画面 1 で外部操作へ設定変更してください。 

誤操作防止の為、外部操作へ設定変更しなければ外部制御による動作はできません。 

また、設定変更することで、モニター上のファン運転スイッチ等を受け付けないようにすることができ

ます。（メニューバーは操作可能） 

 

☆注意 

(1)外部制御入力による設定値の設定および変更は出来ません。 

(2)外部制御入力による除塵自動モードと除塵連続モードも切り替え行なった場合、作業終了

時には必ず除塵自動モード（端子間オープン）へ切り替えてください。除塵連続モードのま

まではファンの運転停止に関係なく除塵動作を続けます。 

 

10.2.4 外部制御入力について 

外部制御入力よる各動作を行うことが出来ます。外部制御入力を行なう場合は、設定画面１で外部

操作へ設定変更し、以下の注意事項をお守りください。 

 

◎外部制御入力による動作 

(1)Ｘ００１とＮ２４端子間ショート／オープンによる制御機能はショートでファン運転スイッチ、オープ

ンでファン停止スイッチと同じです。 

(2)Ｘ００２とＮ２４端子間ショート／オープンによる制御機能はショートで除塵連続モードへ、オープン

で除塵自動モードへ切り替わります。 

 

１）オルタネイト型スイッチを使用の場合 

リレー接点等によるシーケンス回路（自己保持回路）を組まない場合はオルタネイト型のスイッチを

ご使用ください。 

各スイッチのＯＮ／ＯＦＦによりファンの運転・停止及び除塵自動モード／除塵連続モードの切り替え

操作が可能です。 

 

２）モメンタリ型スイッチを使用の場合 

外部制御入力による集塵機の動作の不具合を解消するため、モメンタリ型スイッチを使用したリレ

ー接点によるシーケンス回路（自己保持回路）の製作をお奨めします。 

 

 

☆外部制御入力の注意事項 

オルタネイト型スイッチをご使用の場合は以下の注意事項をお守りください。 

 

警告 

● 必ず守る 

通常運転時に停電やなんらかの原因で元電源がＯＦＦになった場合、また

は元電源をＯＦＦにしてしまった場合には、必ず外部操作入力のすべてのス

イッチをＯＦＦにしてから元電源を再投入してください。 

外部制御入力の除塵自動モード／除塵連続モード切り替えスイッチがＯＮ

になったままの状態（除塵連続モード状態）で元電源が投入された場合、投

入された直後からパルスシェイキングが開始されてしましますので、予期せ

ぬ事故につながりかねません。 
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◎元電源投入後の誤動作防止の為、ファンの運転・停止及び除塵自動モード／除塵連続モードのスイッチ

をＯＮにしたままで元電源をＯＦＦにしないでください。 

・外部制御入力のファン運転スイッチがＯＮになったままの状態で元電源が投入された場合、安全上ファ

ンは運転しない仕様になっています。一度ファン運転スイッチをＯＦＦにしてから再度ＯＮにしてファンを

起動させてください。 

・外部制御入力の除塵自動モード／除塵連続モード切り替えスイッチがＯＮになったままの状態（除塵連

続モード状態）で元電源が投入された場合、投入された直後からパルスシェイキングが開始されてしま

しますので、予期せぬ事故につながりかねません。 

◎通常運転時に停電やなんらかの原因で元電源がＯＦＦになった場合には、必ずすべてのスイッチをＯＦＦ

にしてください。 

◎すべての外部操作スイッチをＯＦＦにしてから作業を終了してください。 

◎外部操作を選択している場合、パルスシェイキングの誤操作防止の為、モニター画面下部のメニューバ

ーにあるフィルターリフレッシュの機能を使用することはできません。フィルターリフレッシュ機能をご使用

になられるときは、一度設定画面 1 で外部操作からパネル操作へ切り替えてからご使用ください。 
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10.3 運転の条件 

運転は次の条件のもとでおこなってください。 

◇電源電圧の許容変動範囲は±１０％以内としてください。 

◇周波数範囲は銘板に記入されている定格周波数としてください。 

◇インバーター運転につきましては、上限周波数を銘板に記入された定格周波数までとし、増速

運転は行なわないでください。 

 

 

10.4 粉塵の条件 

警告 

 吸引禁止 

 

 

 

 

火気および引火性・爆発性・可燃性粉塵及び爆発性・引火性・可燃性物質

の付着した粉塵・混在した粉塵等は絶対吸引させないでください。 

 吸引禁止 
爆発性・引火性・可燃性液体やそれらにより濡れた粉塵、また、それらが混

在した粉塵・付着した粉塵等は絶対に吸引させないでください。 

△ 共用注意 
△ 混合注意 

混合時危険変化物質の同一機での共用使用禁止。 

取り扱う粉塵が、たとえ安全なものであっても粉塵と粉塵とが混合すること

により危険な物質に変化する場合があります。混合に伴う物質の変化には

特に注意が必要ですので、お客様の責任においてご確認願います。 

混合に伴う安全性が確認出来なければ、同一機での共用使用は絶対にお

こなわないでください。それぞれの粉塵に対する専用化をお願い致します。 

（目的粉塵の専用機であることを明確表示してください。） 

注意 

△ 注意 
粉塵がたとえ安全であっても、非常性の物体が含まれるものを吸引する場

合は本機に対する想定外の影響が生じる場合がありますので、お問い合わ

せください。 

本機で取り扱う粉塵は、次の条件をお守りいただき、危険な状況を作り出すおそれがある作業はお

こなわないでください。また、可燃性雰囲気内での使用禁止。 

◇ 本機は、乾いた一般粉塵用ですので、湿気を含む粉塵や水、油等は絶対吸引させないでください。 

◇ 粘着性および腐蝕性の物質は吸引させないでください。 

◇ 微細粒子の粉塵は標準品では対応できにくい場合もありますのでご相談ください。 

◇ 火災事故防止のため、火気および爆発性粉塵・含塵液体液霧は絶対に吸引しないでください。 

◇ 下記のものは事故や故障の原因となりますので、絶対に吸引禁止です。 

☆火のついたもの： タバコの吸い殻、マッチなどの火種 

☆火花を含むもの： 研削加工時に発生する火花や火の粉を含む粉塵等（前処理装置を設置して、

火花の直接吸引を避けて焼損防止対策を施してください。） 

☆引火性のもの： ガソリン、シンナー、ベンジン、灯油等。引火点１５０℃以下の油や引火点１５

０℃以下の洗浄液および引火性物質が付着混在した物質等。また同じく発火

点の低い油や物質等 

警告

警告
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☆爆発性のもの： アルミニウム、マグネシウム、チタン、エポキシ樹脂等の爆発性粉塵、爆発性

物質および粒径・濃度その他の条件により粉塵爆発を起こす可能性のある粉

塵や爆発性液体、液霧および爆発性物質が付着混在した物質等 

☆可燃性のもの： 可燃性粉塵や可燃性液体液霧および可燃性物質が付着混在した物質等 

☆非常性のもの： 腐蝕性物質、粘着性物質等およびそれらが付着混在する物体等、ならびに非

常性のものが多く含まれる気体等 

☆発熱性のもの： 発熱性の物質。条件等により発熱するおそれのある物質等 

☆液体、液霧状のもの： 工作機械から発生する水分を含んだ粉塵等 

●可燃性粉塵や可燃性物質が付着した粉塵の吸引はしないでください。不燃性物質が加工等に

より可燃性に変化している可燃性物質は特に注意が必要です。可燃性粉塵に変化しているか

どうかの判断は非常に難しく、お客様の責任において判断願います。また、可燃性粉塵と判明し

た場合は直ちに本機の使用を停止してください。 

 

10.5 吸引方法 

警告 

 吸引禁止 火災事故防止のため火花を含んだ粉塵を直接吸引させないでください。 

前処理装置を設置して焼損防止策を施してください。 

 

本機で粉塵を捕集する際には局所排気（局排）の計画を行ってください。 

対象となる作業と粉塵において、次の項目を検討してください。 

◇フードを設置する場所とフードの形を粉塵の発生源に合わせて考えてください。 

◇粉塵を捕捉するための制御風速を検討してください。 

◇同じく粉塵が搬送されるためのダクト内の搬送速度を検討してください。 

◇使用するダクトの太さ、配置を検討してください。 

◇ダクト系の圧力損失を検討してください。 

◇計画に対する必要風量を検討してください。 

 

10.6 異常を発見した時 

直ちに運転を中止して、電源を遮断してください。『１３．異常時の処置』に従った対応をお願いいたし

ます。 

10.7 過負荷保護装置が動作した時 

必ず本機の電源を遮断し、原因を究明してください。 

 

警告 

警告 
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11.保守・点検 

 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

保守・点検作業時には、必ず元電源を遮断して作業をおこなってください。

ファンの回転が完全に停止しているかを確認してください。 

誤って元電源が入らないよう「投入禁止」の札を付ける等、元電源の遮断管

理を適切におこなってください。 

● 必ず守る 
粉塵は溜めて置かず早めの処理をしてください。 

たとえ不燃性の粉塵であっても粒径・濃度・その他の条件により粉塵の燃焼・

爆発の危険性がありますので、すべての粉塵に対して注意を払ってください。 

注意 

● 必ず守る 
前扉や引出し、天蓋の取り付けが不完全ですと吸塵能力の低下や過負荷によ

るモータ焼損のおそれがありますので、取り付けは確実におこなってください。 

● 必ず守る 
混合された捕集粉塵の廃棄については想定外の諸問題の発生も考えられ

ますのでお客様の責任において判断願います。 

● 必ず守る 
火災事故防止のため火花等が発生した場合には必ず粉塵の確認、点検を

おこなってから作業の終了としてください。 

 

11.1 日常の手入れ 

11.1.1 パルスシェイキング（フィルターリフレッシュ） 

フィルターの表面に付着した粉塵を高圧力のエアーにて集塵機を停止することなく払い落としを行い

ますが、通常運転時以上の除塵が必要な場合、集塵機ファンを停止し、下記のようにパルスシェイ

キングを行なってください。 

 

●ＰＥＴ-Ｐ-ＴＥＣ型（ＰＥＴ-ＰＹ-ＴＥＣ，ＰＥＴ-ＰＨ-ＴＥＣ型） 

タッチパネル式モニター画面下部にあるメニューバーのフィルターリフレッシュを押してフィルターリ

フレッシュモードにしてください。 

フィルターリフレッシュスイッチを押すと設定画面 1 で設定されたパルス ON 時間・パルス OFF 時間

に基づき第一ステップよりパルスシェイキングを開始し、設定画面 2 で設定されたサイクルの回数分

のパルスシェイキングを行ないます。 

 

≪注意事項≫ 

○ ファン運転中はフィルターリフレッシュモードを使用できません。フィルターリフレッシュモードを使用

する場合はファンの運転を停止してください。 

○ フィルターリフレッシュモードを使用中はメニューバーを押しても他の画面へは移れません。他の

操作を行なう場合は、フィルターリフレッシュ動作を終了させてから行なってください。 

途中で動作を停止させる場合は、フィルターリフレッシュ動作中にもう一度フィルターリフレッシュ

スイッチを押すと動作を停止させることができます。 

 

設定方法は別冊子「PET-TEC 型オペレーションマニュアル」をご参照ください。 

 

１１．保守・点検 
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注意 

● 必ず守る 
本機の使用を停止する場合には、エアー抜きバルブにてエアーを抜いてく

ださい。 

 

注記：パルスシェイキング後は粉塵の処理を必ず行なってください。粉塵処理を行なわずに運転を再

開させる時はパルスシェイキング後１分以上待ってからとしてください。 

またパルスシェイキング操作後には粉塵の処理をされることをお奨めします。（払い落とし粉塵

がフィルターへ再付着することを防止するため） 

尚、定期的（２ヶ月に１回以上）にフィルター（ユニット）を取り出し、フィルター表面をブラッシング

されることをお奨めします。（フィルターユニットの取り出しは、フィルターユニットの交換の頁を

参照ください。） 

 

11.1.2 粉塵の処理 

パルスシェイキング操作後１分以上待ってから、左右のパッチン錠を外して引出し受皿を引き出して、

溜った粉塵を処理してください。 

粉塵は溜めておかず、早めに処理するようにし、また、集塵機内部にこぼれた粉塵もかき出し棒（別

売り）などで本体外にかき出してください。 

運転再開時には左右のパッチン錠を完全に掛け引出し受皿を確実に取り付けた状態としてくださ

い。 

 

※前置サイクロン装置付の場合 

サイクロン部にも引出し受皿がありますので、同様にして粉塵処理をしてください。 

運転再開の時には、受皿を入れて扉を当金とノブボルトで完全に締めた状態としてください。 

 

※ホッパー付の場合 

ホッパー部に溜った粉塵は、排出口のダンパーを外すことにより外部へ取り出すことが出来ます。

排出口の先端に別途受皿等を設けて粉塵の処理を行ってください。 

 

※リフトアップ装置付の場合 

別紙による詳細をご覧ください。 
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11.2 フィルターの交換 

11.2.1 フィルター（ユニット） 

フィルターが破損したり、長期間の使用で吸引力がパルスシェイキング後も回復しなくなった場合は、

次の順序でフィルターまたはユニットの交換を行なってください。通常はフィルターのみの交換で十

分です。（フィルター及びユニットは販売店よりお取り寄せください。） 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

保守・点検作業時には、必ず元電源を遮断して作業をおこなってください。

誤って元電源が入らないよう「投入禁止」の札を付ける等、元電源の遮断管

理を適切におこなってください。 

注意 

● 必ず守る 

円筒形カセットフィルターの清掃後および円筒形カセットフィルターを新品へ

交換する場合、フィルターを再度取り付ける際には品番(15-1)フィルター取

付枠にきっちりと円筒形フィルターを差し込み、品番(15-2)フィルター用パッ

キンに粉塵等の付着が無いことを確認して取り付けてください。また、フィル

ター用パッキンがフィルター取付板に確実に密着していることを確認してく

ださい。 

粉塵等が付着していたり、フィルター用パッキンがフィルター取付板に確実

に密着していませんとエアーリークの原因にもなり、粉塵の吹き抜けが発生

する恐れがありますので、きれいに粉塵を除去した後にフィルター用パッキ

ンをフィルター取付板にしっかり密着させて取り付けてください。 

 

 

①シールアップボルトを緩めて前扉を開けてください。 

②フィルター取付枠に２本の円筒形フィルター 

を取り付けて１ユニットになっており、図（Ⅰ）の 

ように取り付いています。 

③脱着ノブを緩め、図（Ⅱ）のようにユニットを 

傾斜させてボルトを取付板より外します。 

更に奥の固定用フックからユニットのツメが 

外れるまでユニットを手前に引いてください。 

④最後に図（Ⅲ）のようにしますと、ユニットが 

外部に取り出せます。 

⑤ユニットの円筒形フィルターはフィルター取付 

枠から抜き出すことで取り外すことが出来ます。 

⑥交換フィルターの取り付けおよびユニットの取り 

付けは、上記と逆の手順で作業を行なってください。 

 

 

 

 

 

 

脱着ノブナット

ワッシャ

固定フック 
フィルター取付枠 

円筒形カセットフィルター 
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 取付状態 取り外し状態 取出状態 

 

 

11.2.2 静音フィルター 

天蓋に静音フィルターが取り付けてありますので、４ヶ所のネジ（アイナットおよび六角ナット）を外し

て静音フィルターを取り出し、適宜清掃をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図（Ⅲ）

脱着用ノブ 固定フック ケーシング本体 

図（Ⅱ）図（Ⅰ）

アイナット

六角ナット 

平座金 

天蓋 

静音フィルター 
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11.3 外装部のお手入れ 

本機の外装部が汚れた場合は、水または水で薄めた中性洗剤にひたした布をよく絞って拭き取って

ください。 

 

警告 

 禁止 

 

 

本機に直接水等の液体をかけないでください。 

感電のおそれがあり危険です。 

注意 

△ 注意 
アルコールやベンゼン、シンナー等の溶剤を用いて外装部等を拭いたりし

ないでください。塗装がはがれたり、変色したり、構成部品を傷めたりするお

それがあります。 
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11.4 定期的な点検 

長期間安全に運転できるように定期的に、すくなくとも１年に１度は休止して各部の点検を実施してくださ

い。また、運転毎の日常点検として異常音や振動、発熱等の異常の有無を点検してください。 

 

警告 

● 必ず守る 構成部品の取り付け位置には十分管理を行ってください。 

 

装置本体 

本体部の摩耗、腐蝕および破損並びに粉塵等堆積の状態を点検してください。 

※前置サイクロン装置付の場合 

サイクロン部も同様に摩耗、腐食および破損並びに粉塵等堆積の状態を

点検してください。特に遠心分離を行なう部分の摩耗を調べてください。 

※ホッパー付の場合 

ホッパー部も同様に摩耗、腐食および破損並びに粉塵等堆積の状態を点

検してください。特にホッパー部の粉塵の堆積を調べてください。 

※リフトアップ装置付の場合 

別紙による詳細をご覧ください。 

操作スイッチ スイッチの破損、欠落および作動不良がないかを点検してください。 

タッチパネル式 

運転モニター 
液晶の破損および動作不良、反応不良がないかを点検してください。 

ランプ 運転状況表示ランプが正常に点灯しているか、破損はないかを点検してください。 

シールパッキン 
本体およびダクト系配管においてエアーリークまたは粉塵漏れの発生がない

かを点検してください。 

ファンおよび電動機 

ファンに異常な振動が発生していないか、あるいはファンの振動が増大してい

ないかを点検してください。また、電動機に異常な発熱がないかを点検してくだ

さい。異常な振動や発熱が発生している場合の対応は『１３．異常時の処置』

にしたがってください。 

軸受け 

シールド型のためグリースの補給は必要ありませんが、異常音が発生してい

ないかを点検してください。万一、故障を起こしたり長期使用により損傷したり

した場合は取り替え修理となります。 

フィルター 

フィルターの機能を低下させるような目詰まり、破損、劣化、湿り等がないか、

また、取り付け状態におけるネジ、パッキン等の破損、欠落の有無を点検して

ください。 

パルスシェイキング 

装置 

シェイキング装置の機能を低下させるような摩耗、腐蝕、破損、変形等がないか

を点検してください。エアー部品・エアー配管等においてエアーリークの発生は

ないのかも点検してください。 
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12.保管 

 

12.1 保管 

 

注意 

 禁止 

次のような場所には保管しないでください。故障のおそれがあります。 

・本体に著しい振動や衝撃が加わる場所 

・仕様に示された範囲を超える高温多湿な場所 

・結露する場所 

・急激な温度変化のある場所 

・可燃性の溶剤や粉塵等、引火や爆発のおそれのある場所 

・ホコリ・粉塵・煙が多い場所 

・水・油・薬品等がかかる場所 

・強電界・強磁界が発生する場所 

△ 注意 

本機を長期間停止させた状態（保管・停止）の場合、その保管環境および

停止状況によっては、軸受けグリースの潤滑切れや錆の発生などで、異

常音の発生原因になることがまれにあります。 

長期間保管後または長期間停止後に本機を運転する際には、一度試し運

転を行ない異常音の確認を行なってください。 

万一異常音が発生した場合には、お買い上げの販売店または弊社営業所

までご連絡ください。 

 

梱 包 した状 態： 室内で温度変化が少なく、乾燥した場所で保管してください。 

据え付けた状態： 水や油、ほこりなどの異物が侵入しないようカバー等で保護してください。 

長 期 保 管： 長期間保管をする場合に、本機が未開梱の状態や開梱済みの状態、または本機が装

置等に据え付けられている状態や本機単体で据え付けられている状態等にかかわら

ず、保管環境によっては軸受けグリースの潤滑切れや錆の発生で、異常音の発生原

因になることがまれにあります。本機が装置等に据え付けられている状態や本機単体

で据え付けられている状態で長期間停止させている場合においても同様です。 

長期間保管または長期間停止後に本機を運転する際には、一度試し運転を行ない

異常音の確認を行なってください。万一異常音が発生した場合には、お買い上げの

販売店または弊社営業所までご連絡ください。 

 

 

 

１２．保管 
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13.異常時の処置 

 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

異常時には、必ず元電源を遮断してからその原因究明をおこなってください。 

 分解禁止 

 

 

異常内容によっては、お客様による対策が不可能な場合がありますので、

分解・組立てはおこなわないでください。 

 

13.1 異常時の処置 

修理の場合はお買い上げの販売店にご相談ください。 

※出張修理は致しておりません。弊社工場での修理となります。 

 

異 常 内 容 原 因 ・ 点 検 対 策 

逆回転 
正回転にする（３線中２線を振り替えて接続す

る。） 

電源仕様の不一致 定格仕様に合わせる 

 

所定の性能が得られない 

配管系統の圧力損失 
圧力損失の軽減処置（口径、曲がり、長さ等）を

おこなう 

電源の接続不備 正常に配線する 

電源電圧は±１０％以内の電源電圧で使用する 

欠相は正常に配線 

空気漏れのないように各々のカバーを完全に締

める 

 

過負荷保護装置の作動 

各々のフィルターを点検し定位置にセットする 

 

モータが回転しない 

モータ焼損 新品と取り替え修理 

羽根車の不釣り合い 新品と取り替え修理  

異常音および振動がある 
軸受け 新品と取り替え修理 

フィルターの破損、目詰まり 新品と取り替え 

シールパッキンの点検 シール状態の点検または取り替え 

 

粉塵が排出される 

各々のフィルターの取り付

け不備 
点検後定位置にセットする 

シェイキングしても吸引力

が回復しない 
フィルターの目詰まり 新品と取り替え 

 

１３．異常時の処置 
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14.撤去及び廃棄 

 

14.1 撤去 

本機の撤去をおこなう際には、周囲や作業者の安全を十分確保してからおこなってください。 

 

警告 

● 必ず守る 

 

 

本機の撤去作業時には、感電事故防止及び誤作動による事故防止のた

め、必ず元電源を遮断して作業してください。 

● 必ず守る 
本機の撤去作業時には、引出し受皿に溜まった粉塵などの処理を適切にお

こなってください。 

● 必ず守る 

 

 

転倒防止のため、集塵機に乗ったり重量物を載せたりしないでください。 

△ 警告 

 

 

 

本製品の質量を確認の上、認識してください。 

・撤去、移動の際には指、足や身体のいかなる部分も製品の下にはいれ

ないように十分注意を払ってください。 

・撤去、移動の際には転倒や落下等に十分注意を払ってください。 

・天蓋のアイナットを利用して吊り下げないでください。 

本機の天蓋にはアイナットが２ヶ取り付けてありますが、吊り下げ用では

ありません。 

 

14.1.1 結線またはその他の電源に関する撤去作業 

元電源を遮断して作業してください。 

誤って、元電源が入らないよう元電源の遮断管理を適切に行ってください。 

 

14.1.2 集塵機に配管・電源線等が取り付けられていますと移動の際に思わぬ力が加わり、怪我や事故

につながる恐れがありますので取り外されているのを確認の上、作業を行なってください。 

 

14.1.3 製品の重量を把握してください 

設置・移動の際には、指、足や身体のいかなる部分も製品の下に入れないでください。 

 

 

14.2 廃棄 

本機を廃棄する場合には、法令や地域の条例に従って適切に処理してください。 

 

 

 

 

 

１４．撤去及び廃棄 

警告 

警告 
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15.交換部品 

 

15.1 交換部品 

お客様で交換可能な消耗部品は次の部品となります。 

型式とロットナンバーをご指定の上、販売店よりお取り寄せください。 

 

○円筒形カセットフィルター 品番（１５） 

○静音フィルター 品番（１９） 

 

交換の手順は、本書の『１１．保守・点検』の事項をご参照ください。 

 

 

１５．交換部品 
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16.保証規定について 

 

保証規定 

下記に明示した期間、条件のもとに於いて無償修理を規定するものです。 

※出張修理は致しておりません。弊社工場での修理となります。 

 

保証期間 

お買上げ日より１ヶ年とします。 

 

保証範囲 

１） 保証期間内に本取扱説明書や注意・警告ラベルなどの注意書きに従った正常な使用状態におい

て、本機を構成する部品に材料上、又は、製造上に起因する不具合が現れ、弊社がそれを認め

た場合は、無償で当該部品の交換又は修理を致します。 

尚、故障に伴う機械の休止補償等、他の二次的損失の補償は含みません。 

２） 保証期間内でも、下記事項に該当する場合は保証致しません。 

（イ）弊社に連絡なしに修理又は改造された場合、及びその修理又は改造が原因で誘発した故障。 

（ロ）弊社の「取扱説明書」に示す正しい使用又は保守又は整備をおこなわなかったことが原因で誘

発した故障。 

（ハ）天災・過失・事故・故意あるいは第三者の加害による損傷及びそれが原因と認められる故障。 

（ニ）取扱説明書に記載した条件や、別途取り交わした条件以外で使用した場合。 

３） 本保証規定は日本国内においてのみ有効です。 

４） 正規代理店が販売したもの、もしくは正規販売ルートのもの以外は保証対象外になります。また、

アフターフォローもできません。 

５） 保証期間を過ぎた後は、修理可能な場合に有償でお引き受けいたします。 

 

 

特記事項 

保証期間内外を問わず、又、使用国を問わず作業中に発生する火花等や集塵対象物等に起因する

事故・火災等や弊社の取扱説明書に示す正しい使用等を行わなかったことに起因する事故・火災等

は保証対象外です。又、それに伴う二次的損失に対しても補償外となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．保証規定について 



 

Ｐ Ｒ Ｏ Ｄ Ｕ Ｃ Ｔ Ｓ 

 電動送風機■ ■集塵装置付両頭グラインダ 

 カートリッジフィルター集塵機■ ■集塵装置付バフグラインダ 

 コンピュータ制御集塵機■ ■集塵装置付ベルトグラインダ 

 集塵装置付作業台■ ■両頭グラインダ 

 エアブロー専用集塵作業台■ ■バフグラインダ 

 溶接ヒュームコレクター■ ■ベルトグラインダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産性を高める快適環境づくり 

淀川電機製作所 
 

大 阪 営 業 所      〒561-0891 大阪府豊中市走井２丁目 1 番８号 

TEL06(6853)2621㈹●FAX06(6853)3155 

東 京 営 業 所      〒168-0073 東京都杉並区下高井戸４丁目３－１ 

TEL03(3303)0700㈹●FAX03(3303)0824 

名古屋営業所      〒466-0042 名古屋市昭和区広池町６５番地１ 

TEL052(852)8167㈹●FAX052(852)8169 

福 岡 営 業 所      〒811-1253 福岡県筑紫郡那珂川町仲２-１-１６ 

TEL092(953)0661㈹●FAX092(953)1806 

本 社 ・工 場      〒561-0891 大阪府豊中市走井２丁目 1 番８号 

TEL06(6853)2621㈹●FAX06(6853)3155 

URL： http://www.yodogawadenki.jp 




